
西川町産業振興複合施設整備　第 4回町民ワークショップ　まとめ



・これまでの集大成となる基本設計案をみんなで点検する
・施設を使い倒すためのアイデアと今後の課題をみんなで議論する

テーマ『新しい施設の使い方をみんなで考えよう！』

新しい施設の今後の課題や使い方についてたくさんの
気づきやアイデアが生まれました！

：令和 5年 2月 11 日（土）
：西川町民のみなさん（30名）
西川町役場職員（6名）

西川町役場第 1庁舎 3階会議室

　 13:30　開始　　　　　　　　　：※13：00 会場となります
～ 14:00　前回のまとめ・提案　　：設計チームから基本設計案の説明、質疑応答
～ 14:45　プランの点検　　　　　：実施設計に向けた課題の抽出
～ 15:00　レクチャー　　　　         ：菅野大志町長から
　　（休憩タイム）
～ 16:00　グループワーク　　　　：「おもてなし」と「まちづくり」におけるアイデアの抽出
～ 16:20　プレゼン　　　　　　　：グループワークの内容を共有
～ 16:30　まとめ　　　　　　　　：WSの総括、質疑など

設計チームより基本設計案の説明 前半は基本設計案のプランをみんなで点検しました

この施設にかける思いを菅野町長よりお話しいただきました 後半は施設の使い方の具体的なアイデアを出し合いました
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みんなで料理教室
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除雪やアウトドアの道具

プレゼン大会
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案内・受付

●バリカー（取外し可能なポール）を設置し、
　歩行者の安全性に配慮する
●イベントなどに備えて水栓や電源を確保する

●コワーキングスペースとの間の壁を工夫して
　子どもが気にせず遊べるようにする

●法面は県道の一部でもあるので難しいが、
　南側にある既存の遊歩道の積極的な活用を
　検討する

●屋外トイレは町と協議した結果、維持管理の
　問題があるため断念
　→施設内のトイレを外からも使いやすいよう
　　に工夫する
●「ルーム」はブラインド等を付ければ更衣室
　としても利用可能。子どもの着替えは授乳室
　でもできるように工夫する

●除雪や車の通行を前提とすると、アスファルト舗装に
　なってしまうので広場としての魅力が失われる
●過去 50年分の除雪・積雪データを参考にして、自然
　堆雪としても大丈夫な建物・広場の構造を検討する

●除雪道具の保管なども踏まえて外部倉庫
　の増設を検討する
●水場はどこからでも使いやすい現状の
　位置とする

●メインとなる入口と受付（事務室）の
　位置については、管理予定者とも協議・
　検討する
●駐車場からも中の賑わいが感じられる
　ように工夫する

●バイク置場の屋根は除雪の問題で難しい
　が建物の軒下に１台分の駐車場を確保す
　ることを検討する

●より使いやすい配置・動線計画と開館時間外
　の利用を両立させる



分析
●施設及びコインランドリーの開館時

　間を遅くまでやってほしい

●BBQなどの備品設備の貸し出しや

　情報発信のための掲示機能の充実

●幅広い年齢層の施設利用のための交

　通手段の確保が課題

●イベント開催による収益化

　　・場代→管理者へ

　　・儲け→出品者へ　⇒相乗効果？

●コワーキングの料金設定

　　・個室やドリンクで課金？

　　・サブスク化？

●ライブラリー機能

　→図書館と提携？

●シェアキッチンは誰でも使えるよう

　営業許可をとる？

施設のサービスや運営・収益などに

ついて多くの具体的なアイデアが挙

げられました。今後も対話を継続し、

皆さんの「すっだい」ことを実現で

きる施設運営の仕組みづくりを進め

ていきます！



●若者やアーティストなど具体的なターゲットを定めた交流・移住促進

●「この指とまれ」のように、自分の「すっだい」に他人を巻き込める機会の創出

●専門知識をもつトップランナーや経験豊富な高齢人材による知識のシェア

●自然と人が集まり新たな出会いが生まれる仕組み

分析

施設の最も重要なコンセプトである＜つなぐ・つながる＞に関するアイデアを

たくさんいただきました。

皆さん一人一人がプレイヤーとして輝ける場所づくりを目指します！！




